
書籍「シェル・空間構造の減衰と応答制御」が刊行（2008

年 3 月 25 日付）されました。本書籍内容に興味のある皆

さまに、ご購入いただきたく、ご案内致します。

書籍「シェル・空間構造の減衰と応答制御」は、日本建築学会 構

造委員会 シェル・空間構造運営委員会 応答制御と減衰小委員

会（主査：新宮清志、幹事：立道郁生、谷口与史也）が、1998

年度のシェル・空間構造物の減衰に関する調査研究ＷＧ（主査:

新宮清志、幹事：入江寿弘、川島孝幸、谷口与史也）から 2007

年度の当小委員会に至るまで、10 年間に渡って行ってきた調

査・研究成果を中心に、委員以外の研究者・技術者の協力も得

て、取り纏めたものであります。

  日本建築学会編、丸善、定価：4,500 円、約 360 頁、総執筆者数：25名。
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